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１ 小学校「国語」 

⑴ 問題番号３二 ＜正答率が全国よりも低く、無解答率が高い問題＞ 

学習指導要領における内容：５・６学年 Ａ話すこと・聞くことエ   

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 
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【出題の趣旨】 目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分

の考えをまとめることができるかどうかをみる。 

・正答率は 68.2％で、全国平均よりも 2.0
ポイント低い。また、無解答率が 15.8％
で、全問中最も高い。 

・誤答については、寺田さんと山本さんの
二人がどのような思いでボランティアを
続けているのかについて分かったことを
書いていない解答が 8.3％（全国 8.3％）
で、【インタビューの様子】の言葉や文を
書き写している解答も含まれる。 

 

〇 目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめる 

ことができるようにする 

  話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉え、話し手の考えと自分の

考えの共通点や相違点を整理したり、共感した内容や納得した事例を取り上げたりして、自分

の考えをまとめることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：報告書 平成30年度 P.32～P.33 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

・インタビューをする前に、自分が知りたいことや疑問に思っていることなどを整理した

り、答えを予想したりしておくなど、相手が自分に伝えたいことや自分が求めている情

報等を明確にして聞くことができるようにする。 

・インタビューの進め方を友達と確認し合いながら吟味していく場を設定する。 

・インタビューの際には、自分が知りたい内容に関する言葉を取り上げ、更に質問しなが

ら理解を深め、話し手の考えと比較しながら自分の考えをまとめていくことができるよ

うに指導する。 

正
答
例 

 

お
二
人
と
も
、
大
変
さ
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
や
り
が
い
の
方
が
大
き
い
か

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
（
五
十
八
字
） 
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Ⅲ 教科に関する調査結果の分析 
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⑵ 問題番号１二 ＜正答率が低く、無解答率が高い問題＞ 

学習指導要領における内容：５・６学年 Ｂ書くことエ   

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正答率は 31.0％で、全国平均よりも 4.3
ポイント高いが、全問題中、最も低い。 

・無解答率は 7.2％（全国 7.1％）。 
・誤答については、グラフとカードのいず
れかの情報しか取り上げていない解答
が 37.0％（全国 37.4％）で、複数の情報
を用いて自分の考えが伝わるように書
き表し方を工夫することに課題がある。 

 

 
○ 図表やグラフ等を用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるよ
うにする 

  伝えたいことを明確にし、分かりやすく伝えるためには、どのような図表やグラフ等を用い
るとよいかを児童が考えられるようにすることが大切である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 
・児童の学習の状況に応じて、教師が、図表やグラフ等を用いたモデルとなる文章を提示す
る。その際、複数の文章を比べることで、図表やグラフ等を用いることのよさを実感でき
るようにする。 

・推敲の際には、図表やグラフ等の用い方は適切か、図表やグラフを用いることで書く必要
がなくなった文章はないか、あるいは、文章で説明を加えた方が分かりやすい部分はない
か、といった観点を示す。 

・それぞれの図表やグラフの特徴や優れている点等について、他教科等と関連して指導する
ように工夫する。 
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【出題の趣旨】 図表やグラフ等を用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫す

ることができるかどうかをみる。 

正
答
例 

 
 

グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
学
校
の
田
ん
ぼ
で
は
雑
草
が
増
え
続
け
て
い
た
た
め
、
雑
草
に

栄
養
を
と
ら
れ
て
し
ゅ
う
か
く
が
減
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
雑
草
取
り
の
回
数
と
人
数
を
増
や
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。 (

一
０
０
字) 
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⑶ 問題番号２四 ＜正答率が低く、無解答率が高い問題＞ 

学習指導要領における内容：５・６学年 Ⅽ読むことオ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正答率は 59.8％で、全国平均よりも 3.6
ポイント高いが、全問題中２番目に低い。 

・無解答率は 9.1％（全国 8.5％）。 
・誤答については、資料から分かったこと
が、運動と食事のいずれかしか書いてい
ないものが 19.5％（全国 22.3％）で、複
数の資料を比較したり関連付けたりする
ことができていなかったと考えられる。 

 
○ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができるようにする 
  文章の内容や構造を捉え、精査・解釈しながら考えたり理解したりしたことに基づき、既有
の知識等と結び付けて自分の考えを形成することが重要である。 

指導のポイント 
・読む目的を意識することを促し、文章を読んで理解したことの中に、自分が既にもってい
る知識や実際の経験と結び付くことはないかを考えながら読むようにする。 

・複数の本や資料を読んで分かったことを整理したり、分かったことの中から既有の知識や
体験等に結び付くものを考えたりしながら自分の考えをまとめる活動を設定する。 

・複数の資料を比較したり関連付けたりして考えた方が、文章をよく理解したり、自分の考
えを広げたりすることにつながることを実感できるようにする。 
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学習指導上の留意点 

    

正
答
例 

 
 

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
自
分
に
合
っ
た
運
動
を
し
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
っ
た

り
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
、
縄
と
び
を
続
け
て
持
久
力

を
高
め
た
り
、
苦
手
な
野
菜
も
食
べ
た
り
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 (

九
十
九
字) 

【出題の趣旨】 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができ

るかどうかをみる。 


